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はじめに 

○ひなたまちづくり応援シート（以下、応援シート）は、地域の課題や将来の

姿を“見える化”することで、地域に住むみなさんが、今後どのような活動

や助け合いが大切かを話し合うための資料です。 

○この利用の手引きは、「解説編」と「活用編」で構成されています。 

○「解説編」では、応援シート内にあるグラフや数字の意味等を解説します。 

○「活用編」では、応援シートを活用し、地域で話し合い（ワークショップ） 

を行う場合の進め方や、話し合いのポイントについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

応援シートのグラフや数字の見

方について知りたい方は 

『解説編』（２ページ～）へ、 

応援シートを活用した話し合い

のすすめ方などを知りたい方は

『活用編』（３２ページ～）に 

進んでください。 
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解 説 編 
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１．応援シートの構成 

 応援シートは、以下の５つのシートで構成されています。なお、応援シート

で示すグラフや数字は、平成１７年（2005 年）～平成２７年（2015 年）の

国勢調査の結果に基づいています。 

 

 

シート名 内容 

現況 

シート 

2005 年～2015 年の地域における人口や高齢化率の推移な

ど。 

将来予測 

シート① 

これまでの傾向が今後も続くとした場合の、2020 年～2035

年の地域の人口や高齢化率などを推計した結果。 

将来予測 

シート② 

移住者の受入を進めた場合の、2020 年～2035 年の地域の人

口や高齢化率などを推計した結果。 

地域特徴 

シート 

地域の特徴について、世帯構成や職業構成などを、県や自治体

の平均値と比較した結果。 

おわりに 
地域の維持・活性化に向けて、自分たちで出来そうなこと、行

政にサポートして欲しいことを話し合うシート。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

次のページから、各

シートにあるグラフ

や数字の見方を解説

します。 
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２．現況シート  

 現況シートは、過去からこれまでの総人口の推移などを掲載したシートです。 

 

（１）総人口 
 

・総人口のグラフは右ページのようなグラフになっています。横軸は、2005

年、2010 年、2015 年を表しており、縦軸が人数を表しています。 

 

・青色が男性、ピンク色が女性で、それぞれのグラフの中に、人数が書かれて 

います。 

 

・また、棒グラフの上に書かれた数字は、男性と女性を合計した総人口です。 

 

・このグラフから、10 年間での総人口の変化だけでなく、男性・女性別の変

化を知ることができます。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区の 2015 年の総人口は 1,851 人で、男性が 838 人、女性が 1,013 人と

なっている。 

 

■2005年と2015年を比較すると、この10年間で総人口は363人減少している。 

 

■グラフの推移を見ると、総人口の減少は、2005 年から 2010 年にかけてよりも、

2010 年から 2015 年にかけての方が急激であることが見て取れる。 
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それでは、まず、

①総人口

の総人口は、 人です。

と比べ 人となっています。

-138 人、女性は、 -225 人です。

Ｑ．この10年で人口がこのように推移した理由は何だろう？

男性は、

-363

の「今」を確認してみましょう。○○地区

2005年

2015年 1,851

（人）

976 951 838

1,238 1,219

1,013

2,214 2,170

1,851

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2005 2010 2015

総人口の推移グラフ
男性 女性

【現況シート 総人口のグラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 
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（２）子どもの数 

 

・子どもの数のグラフは右ページのようなグラフになっています。上段が、小

学生（7 歳～12 歳の人口）のグラフ、下段が中学生（13 歳～15 歳の人口）

のグラフです。 

 

・このグラフから、10 年間での子どもの数の変化を知ることができます。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区の 2015 年の小学生数は 82 人、中学生は 41 人となっている。 

 

■2005 年と 2015 年を比較すると、この 10 年間で小学生の数は 31 人、中学生

の数は 21 人減少している。 

 

■グラフの推移から今後も減少していくことが予想される。 
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【現況シート 子どもの数のグラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②子どもの数

小学生にあたる７～１２歳の人口は、 人です。

中学生にあたる１３～１５歳の人口は、 人です。

と比較すると、

小学生は、 人、

中学生は、 人となっています。

Ｑ．こどもの数がこのように推移したことで、地域にどんな変化が

起きただろう？

82

41

-31

2005年

-21

113
100

82

0

20

40

60

80

100

120

2005 2010 2015

小学生数の推移グラフ
（人）

62

50
41

0

10

20

30

40

50

60

70

2005 2010 2015

中学生数の推移グラフ
（人）

Ｑ．こどもの数がこのように推移したことで、地域にどんな変化が起きただろう？ 
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（３）高齢者の数 
 

・高齢者に関するグラフは右ページのようなグラフになっています。上段が 65 

歳以上の方の総人口に占める割合のグラフ、下段が 75 歳以上の方の総人口

に占める割合のグラフになっています。 

 

・このグラフから、10 年間での高齢化率の変化を知ることができます。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区の 2015 年の 65 歳以上割合は 40％となっており、10 人中 4 人が 65

歳以上となっている。 

 

■一方、75 歳以上割合は 26％となっている。 

 

■2005 年と 2015 年を比較すると、65 歳以上割合は 38％から 40％へと 2 ポイ

ント上昇している。75 歳以上は 23％から 26％へと 3 ポイント上昇している。 

 

■グラフの推移から今後も上昇していくことが予想される。 
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③高齢者の数

６５歳以上は、 人で総人口の です。

７５歳以上は、 人で総人口の です。

と比較すると、

６５歳以上の割合は、 です。

７５歳以上の割合は、 です。

Ｑ．高齢化率がこのように推移したことで、地域にどんな変化が

起きただろう？

2005年

40%

476 26%

2ポイント上昇

3ポイント上昇

735

38% 38% 40%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2005 2010 2015

６５歳以上の割合の推移グラフ

23% 26% 26%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2005 2010 2015

７５歳以上の割合の推移グラフ

【現況シート 高齢者の数のグラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ．高齢化率がこのように推移したことで、地域にどんな変化が起きただろう？ 
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（４）人口ピラミッド 
 

・人口ピラミッドは右ページのようなグラフになっています。上段が 2005 年

における人口ピラミッド、下段が 2015 年における人口ピラミッドになって

います。 

 

・人口ピラミッドは、５歳階級ごとの人口を、男性と女性に分けて示したグラ

フのことです。左（緑のグラフ）が男性、右（赤のグラフ）が女性を示して

います。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■2005 年と 2015 年における 20 代、30 代、40 代、50 代の人数を比較すると、

それぞれ、54 人、8 人、111 人、56 人の減少となっている。 

 

■2005 年には、男性・女性ともに、10 代、45～59 歳、65～84 歳あたりを頂点

とする３つの山が見られたが、2015 年には山の数は２つに（55～69 歳、75～

89 歳を頂点とする山）なっており、10 代あたりでの山がみられなくなった。 

 

■また、2005 年時点で 10～14 歳であった人たちは、2015 年には 20～24 歳に

なっているが、その人数を追跡すると、男性は 58 人（2005 年の 10～14 歳）

から 19 人（2015 年の 20～24 歳）に減少、女性は 50 人（2005 年の 10～

14 歳）から 25 人（2015 年の 20～24 歳）に減少しており、若い人が地区外に

出て行っていることが見て取れる。 

 

■徐々に人口ピラミッドが、すり鉢型になってきており、高齢者が多く、若い人が少

ないといった人口構成になってきている。 
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【現況シート 人口ピラミッドのグラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④人口ピラミッド

の人口ピラミッドは次のようになっています。2005年

34

31

58

44

43

38

33

41

41

87

93

80

37

58

87

69

57

26

13

6

0

40

49

50

51

39

37

44

38

59

78

97

62

67

76

102

111

103

74

34

24

3

0 100 200

0100200

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

人口ピラミッド

（人）

男性 女性

（人）

40 代 265 人 

50 代 332 人 

20 代 157 人 

30 代 156 人 

の人口ピラミッドは次のようになっています。

と比較すると、20歳代は、 -54 人、

30歳代は、 -8 人、40歳代は、 -111 人、

50歳代は、 -56 人となっています。

2015年

2005年

33

29

38

28

19

31

43

32

43

40

39

94

96

79

41

50

54

29

17

3

0

18

33

35

28

25

28

33

40

40

31

59

84

97

74

65

77

88

80

54

19

5

0 100 200

0100200

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

人口ピラミッド

（人）

男性 女性

（人）

20 代 103 人 

30 代 148 人 

40 代 154 人 

50 代 276 人 
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３．将来予測シート①  

 将来予測シート①は、これまでの人口推移の傾向が今後も続いた場合の将来

予測結果を掲載したシートです。 

 

（１）総人口 
 

・総人口のグラフは右ページのようなグラフになっています。グラフのつくり

は、現況シートと同じですが、2020 年からが将来予測の結果となっていま

す。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区の 2025 年の総人口は 1,532 人で、2015 年よりも 319 人減少する。

また、2035 年には 1,215 人になり、2015 年よりも 636 人減少する。 

 

■総人口は、5 年間で概ね 160 人ずつ減少していく見込みとなっている。 
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それでは、次に、これまでの傾向が続いた場合、

①総人口

は、 人と予想されます。

よりも 人となる見込みです。

-112 人、女性は、 人です。

は、 人と予想されます。

よりも 人となる見込みです。

-257 人、女性は、 人です。

2025年

2035年

2015年

1,532

1,215

-319

男性は、 -379

の将来人口はどうなるのでしょうか？○○地区

男性は、 -207

2015年 -636

976 951
838 785 726 659 581

1,238 1,219

1,013
910

806
715

634

2,214 2,170

1,851

1,695

1,532

1,374

1,215

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

総人口の推移グラフ
男性 女性（人）

【将来予測シート① 総人口のグラフ】 
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（２）子どもの数 
 

・子どもの数のグラフは右ページのようなグラフになっています。グラフのつ

くりは、現況シートと同じですが、2020 年からが将来予測の結果となって

います。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区の 2035 年における小学生数は 39 人、中学生は 20 人となっている。 

 

■2035 年と 2015 年を比較すると、小学生の数は 43 人、中学生の数は 21 人減

少する見込みである。 

 

■小学生、中学生ともに 2015 年の半分以下となるため、小学校や中学校の存続が問

題になる可能性がある。 
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②子どもの数

小学生にあたる7～12歳の人口は、 人、

中学生にあたる13～15歳の人口は、 人と

予想されます。

小学生は、 2015 年　よりも 人、

中学生は、 2015 年　よりも 人

となる見込みです。

-21

39

20

-43

2035年 には、

113
100

82
69

59

47
39

0

20

40

60

80

100

120

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

小学生数の推移グラフ（人）

62

50

41
35

31
25

20

0

10

20

30

40

50

60

70

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

中学生数の推移グラフ（人）

【将来予測シート① 子どもの数のグラフ】 
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（３）高齢者の数 
 

・高齢者に関するグラフは右ページのようなグラフになっています。グラフの

つくりは、現況シートと同じですが、2020 年からが将来予測の結果となっ

ています。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区の 2035 年における 65 歳以上割合は 55％となっており、10 人中 6 人

近くが 65 歳以上となる見込みである。 

 

■一方、75 歳以上割合は 39％となっている。 

 

■2015 年と 2035 年を比較すると、65 歳以上割合は 40％から 55％へと 15 ポ

イント上昇する見込みである。75 歳以上は 26％から 39％へと 13 ポイント上昇

する見込みである。 
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③高齢者の数

65歳以上は、 人で総人口の 、

75歳以上は、 人で総人口の と

と比較すると、

６５歳以上の割合は、 です。

７５歳以上の割合は、 です。

479 39%

予想されます。

には、

664 55%

15ポイント上昇

13ポイント上昇

2035年

2015年

38% 38% 40%
45%

52% 54% 55%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

６５歳以上の割合の推移グラフ

23% 26% 26% 24% 26%
32%

39%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

７５歳以上の割合の推移グラフ

【将来予測シート① 高齢者の数のグラフ】 
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（４）人口ピラミッド 

 

・人口ピラミッドは右ページのようなグラフになっています。グラフのつくり

は、現況シートと同じですが、2025 年と 2035 年の人口ピラミッドが示

されています。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■2025 年には、男性・女性ともに 65～79 歳あたりに山ができているが、それよ

り下の年齢は、年齢が低いほど少ない構造（すり鉢状）になっている。 

 

■2035 年には、山がさらに上に進み 75～89 歳あたりに来ており、すり鉢状の人

口構造がより顕著になってきている。 
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④人口ピラミッド

の人口ピラミッドは、次のようになります。

と比較すると、20歳代は、 -34 人、

30歳代は、 -56 人、40歳代は、 -5 人、

50歳代は、 -126 人となっています。

2025年

2015年

21

29

39

23

17

17

17

29

44

32

44

40

40

103

103

62

25

23

14

4

0

12

15

16

21

17

18

22

24

35

38

35

31

65

96

92

75

64

56

45

23

6

0 100 200

0100200

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

人口ピラミッド（これまでの傾向が続いた場合）

（人）

（人）

男性 女性

【将来予測シート① 人口ピラミッドのグラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

の人口ピラミッドは、次のようになります。

と比較すると、20歳代は、 -50 人、

30歳代は、 -87 人、40歳代は、 -62 人、

50歳代は、 -130 人となっています。

2015年

2035年

13

19

25

22

18

14

15

16

17

29

46

32

45

44

43

80

64

29

7

3

0

7

10

10

9

8

13

15

15

23

23

30

38

39

36

62

97

90

55

33

16

5

0 100 200

0100200

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

人口ピラミッド（これまでの傾向が続いた場合）

（人）

（人）

男性 女性
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４．将来予測シート② 

 将来予測シート②は、移住者の受入を進めた場合の将来予測結果を掲載した

シートです。そのため、まずこのシートでは、どの程度の移住者を受入れるか

について話し合い、移住者数を設定してもらう必要があります。 

 

（１）移住者数の設定 
 

・移住者数設定シートは右ページのようになっています。 

 

・グレーの入力例の欄には、5 年間で 20 代後半の夫婦 2 組、40 代前半のシ

ングルマザーを受入れると考えた場合の設定方法が示されています。 

 

・また、下の【参考】には、2015 年における人口規模を概ね保つために必要

な受入数を試算した結果が示されています。 

 

・【参考】に示された試算結果や、地域での現状を踏まえて、5 年間で受入可能

な移住者数を赤枠の欄に入力してください。 

 

・そうすると、以下のグラフや数字は、設定した移住者数を受入れた場合の予

測結果になります。 

 

※なお、2３、2５ページに示すグラフは、【参考】で示された 2015 年の人口

規模を概ね確保するために必要な人数を設定した場合のグラフ等を示してい

くことにします。 
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次に、移住者の受入を進めた場合に、

移住者数の設定

はじめに、どの程度の移住者を受入れるかを設定しましょう。

【移住者数の入力方法】

移住者数を、右の赤枠で囲まれた表内に入力します。

例えば、５年間で

・20代後半の夫婦2組（1組は4歳以下の男の子、もう1組は4歳以下の女の子がいる家族）

・40代前半のシングルマザー（10～14歳の男の子1人と女の子1人がいる家族）

を受入れる場合は、以下のように入力します。

入力例 男性 女性 男性 女性

0～4歳 1人 1人 0～4歳

5～9歳 5～9歳

10～14歳 1人 1人 10～14歳

15～19歳 15～19歳

20～24歳 20～24歳

25～29歳 2人 2人 25～29歳 15人 15人

30～34歳 30～34歳 15人 15人

35～39歳 35～39歳 15人 15人

40～44歳 1人 40～44歳

45～49歳 45～49歳

50～54歳 50～54歳

55～59歳 55～59歳

60～64歳 60～64歳

【参考】 における人口規模を概ね維持する場合の受入数の試算

※なお、 における総人口規模および小中学生数を概ね維持しよう

とした場合、５年間での移住受入数を試算すると以下のようになります。

（20代後半～30代の年齢層の男女をそれぞれ同数ずつ受入れると仮定）

男性 女性 2020年

25～29歳 15人 15人 2025年

30～34歳 15人 15人 2030年

35～39歳 15人 15人 2035年

上の赤枠の欄にこれらの数字を入力して確かめてみよう！

2015年

2015年

総人口（人）

1,785

1,739

1,705

1,673

移住者数入力表

○○地区 の将来人口がどう変わるかを見てみましょう。

移住者数入力表入力例

皆さんで話し合っ
て、移住者数を設定
してみましょう！

計算

結果

【将来予測シート② 移住者数設定シート】 
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（２）総人口 
 

・総人口のグラフは右ページのようなグラフになっています。グラフのつくり

は、現況シート、将来予測シート①と同じですが、2020 年からは、将来予

測シート①でのこれまでの傾向が続いた場合の予測結果と、移住受入を進め

た場合の予測結果が並べて表示されています。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■この地区のでは、5 年間で 20 代後半、30 代前半、30 代後半の男女をそれぞれ

15 人ずつ受入れることで、2015 年と同規模の人口を今後も維持できる。 

 

■移住受入を進める場合、これまでの傾向が続く場合に比べ、2025 年で 207 人、

2035 年で 458 人も増加する結果となっている。 
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①総人口

年は、 人と予想されます。

年は、 人と予想されます。

これまでの傾向が続く場合に比べ、

年では、 人の増加、

年では、 人の増加が見込まれます。2035

2025

2035

1,739

1,673

207

458

2025

2,214
2,170

1,851

1,695

1,532

1,374

1,215

1,785
1,739

1,705
1,673

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

総人口の推移グラフ
これまでの傾向が続いた場合 移住受入を進めた場合

（人）

【将来予測シート② 総人口のグラフ】 
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（３）子どもの数 
 

・子どもの数のグラフは右ページのようなグラフになっています。グラフのつ

くりは、現況シート、将来予測シート①と同じですが、2020 年からは、将

来予測シート①でのこれまでの傾向が続いた場合の予測結果と、移住受入を

進めた場合の予測結果が並べて表示されています。 

 

・例えば、右ページのグラフからは、以下のようなことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

なお、高齢者の数、人口ピラミッドも将来予測シート①と同様のグラフとなっ

ています。将来予測シート①を参考に、グラフをご覧ください。 

  

＜グラフから読み取れることの例＞ 

 

■先に示した移住者数を受入れ続けることで、小学生数は 2030 年までは 2015 年

よりも若干少ないものの、2035 年は 2015 年と同規模の生徒数になる。 

 

■一方、中学生数は 2035 年までは 2015 年よりも若干少ないものの、同規模の生

徒数となっている。 
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②子どもの数

には、

小学生にあたる7～12歳の人口は、 人、

中学生にあたる13～15歳の人口は、 人と

予想されます。

これまでの傾向が続く場合に比べ、

小学生は、 人、

中学生は、 人が見込まれます。

80

+41

+13

33

2035年

113

100

82

69

59

47
39

69

59
66

80

0

20

40

60

80

100

120

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

小学生数の推移グラフ

これまでの傾向が続いた場合 移住受入を進めた場合

62

50

41

35
31

25
20

35
31

25
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0
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20
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2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

中学生数の推移グラフ

これまでの傾向が続いた場合 移住受入を進めた場合

（人）

（人）

【将来予測シート② 子どもの数のグラフ】 
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①世帯構成

年における

世帯内に65歳以上がいる世帯の割合は、 で、

△△市 平均と比べて 同程度で、

県平均と比べて 高くなっています。

なお、全世帯数は、それぞれ、

世帯、

世帯、

世帯となっています。

一方、65歳以上の一人暮らし世帯の割合は、 16.6% で、

△△市 平均と比べて 低く、

県平均と比べて 高くなっています。

55.7%

2015

○○地区 715

△△市 7,922

県全体 461,389

44.4%

56.3%

55.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

県平均

△△市平均

○○地区

世帯内に65歳以上がいる世帯の割合

13.6%

19.8%

16.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

県平均

△△市平均

○○地区

65歳以上の一人暮らし世帯の割合

５．地域特徴シート 

「地域特徴シート」には、世帯構成、居住期間、転入者、産業別就業者の割

合、通勤通学先割合に関するグラフが示されています。なお、地域特徴シート

におけるグラフ、数字は平成 27 年（2015 年）の国勢調査結果に基づくもの

です。 

 

①世帯構成 

 ○世帯構成として、65 歳以上の方がいる世帯の割合、65 歳以上の一人暮ら

しの世帯の割合に関するグラフを示しています。また、お住まいの地域の

値を、市町村および県の平均と比較できるようになっています。 

 

 ○グラフから、お住まいの地域が市町村全体や県全体と比較し、高齢者の一 

人暮らしが多い地域であるか等を確認できます。 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域特徴シートにおける世帯構成に関するグラフ 
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②居住期間

年における

居住期間が10年未満の居住者の割合は、 で、

△△市 平均と比べて 低く、

県平均と比べて 低くなっています。

△△市 の中で見ると、 昔からの居住者の割合が高い地域です。

一方、県の中で見ると、 昔からの居住者の割合が高い地域です。

2015

23.5%

37.2%

29.1%

23.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

県平均

△△市平均

○○地区

居住期間が10年未満の居住者の割合

②居住期間 

 ○居住期間として、地域にお住まいの期間が 10 年未満の人の割合をあらわ

したグラフを示しています。この割合が高いと新しい方が入ってきている

地域、低いと昔から住み続けている方々が多い地域ということになります。 

 

○グラフから、市町村全体や県全体と比較し、お住まいの地域が新しい方が

入 

ってきている地域なのかどうかを確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域特徴シートにおける居住期間に関するグラフ 
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③転入者

ここ５年間における転入者数は、 人です。

県内他市町村からの転入者の割合が 、

県外からの転入者の割合が です。

転入者の性別構成は、

　男性：女性＝ 0.38 : 0.63 です。

△△市 の中で見ると、 女性の転入者割合が高い地域です。

一方、県の中で見ると、 女性の転入者割合が高い地域です。

11.5%

16.8%

304

52.2%

52.1%

62.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

県平均

△△市平均

○○地区

転入者における女性の割合

③転入者 

 ○2010 年から 2015 年の間に地域に転入してきた人数および転入者のう

ち県内他市町村からの割合、県外からの割合がグラフ上のコメント内に示

されています。 

 

 ○また、転入者の内訳として女性の構成割合をグラフで示しています。グラ 

フから、お住まいの地域が市町村全体や県全体と比較し、転入者の内訳と

して男性が多い地域なのか、それとも女性が多い地域なのかを確認できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域特徴シートにおける転入者に関するグラフ 
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④産業別就業者の割合

年における

産業別就業者の割合は、次のとおりです。
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ビ
ス
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公
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産業別就業者割合

○○地区
△△市平均
県平均

④産業別就業者の割合 

 ○地域にお住まいの方々がどのような職業につかれているかを表す産業別就

業者の割合に関するグラフが示されています。グラフは、2015 年の国勢

調査結果に基づくものです。 

 

 ○グラフから、地域の方々がどのような職業で生計を立てているのか、市町 

村全体や県全体と比較しどのような特徴があるのかを確認することができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域特徴シートにおける産業別就業者割合に関するグラフ 
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⑤通勤通学先割合

年における

通勤先割合は、 が △△市 内となっています。

一方、15歳以上の通学先割合は、

が △△市 内となっています。

2015

83.5%

50.9%

※15歳以上には中学３年生も含まれる。

83.2%

83.8%

83.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

県平均

△△市平均

○○地区

自市町村内を通勤先とする割合

⑤通勤通学先割合 

 ○地域にお住まいの方々の通勤先、通学先が市町村内である割合がグラフ上

のコメント内に示されています。 

 

 ○通勤先の市町村内割合については、グラフでも示しています。グラフから、 

市町村全体や県全体と比較し、お住まいの市町村内で働く方が多い地域な

のかどうかを確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 地域特徴シートにおける通勤先が市町村内である割合を示すグラフ 
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１．応援シートを活用した地域での話し合い 

 ここでは、応援シートを活用し、地域で話し合い（ワークショッ

プ）を行う場合の進め方や、話し合いのポイント等を説明します。 
 

【全体の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ステップ１ 話し合いの場を設定します。地域の幅広い 

方々が参加しやすい工夫をしましょう。 

①「現況シート」で地域の現状を可視化 
וֹףּ כֿ צּ ḭ 

צּ נּ ךּ ︡ ︡  Ḯלּ

②「将来予測シート①」で地域の未来を可視化 
כֿ צּ ךּ ӷ10 Ӹ20  

לּ פּ ︡  Ḯלּ

ḭ לּ צּ ︡ פּלּ ︡ ךּ ︡  Ḯלּ

➂｢将来予測シート②｣で地域の人口維持の目安を知る 
︣ ӷ  צּ

פּ ︡ Ḯלּ ӷ  

ӷפּ וֹ צּ פּ ︡ ︡  לּ

④「地域特徴シート」で地域の強み・弱みを知る 
ӷצּ ӷ  

לּ טּצּ ḭפּ פּ ︡ ︡  לּ

⑤地域の目標を定め、そのための活動体制を確立 
ӷ צּ קּ ӷפּ  

וֹ ךּ ︡ ךּ ︡  לּ

 

必
要
に
応
じ
て
何
度
も
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
ょ
う 

図 応援シートを活用した地域での話し合いの流れ 

 

ステップ２ 応援シートを活用して地域の課題などを皆で 

話し合います。 
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２．ステップ１－準備編－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ポイント１ 幅広い世代の方々の参加を募りましょう！ 

 地域の現状や将来の課題を話し合う上で、地域にお住まいの様々

な方々の意見が重要になります。年齢や性別、職業が偏らないよう

に参加者を募集しましょう。 

 特に現在、地域活動の中核を担っている次の世代や、若者、子育

て中の方、移住者の方などの積極的な参加を促す必要があります。 

参加しやすい時間や場所を設定しましょう！ ポイント２ 

 幅広く呼びかけても設定した時間や場所が、子育て中の方や学生

などが参加しにくいものとなっては折角の機会が台無しとなりま

す。参加しやすい工夫をしましょう。 

進行役の人を決めましょう！ ポイント３ 

 話し合いの進行役の人を決めましょう。進行役は、【ステップ２-

話し合い編】を参考に、話し合いの流れを確認しましょう。 

必要な備品を準備しましょう！ ポイント４ 

 話し合いの際に必要なものとして以下があげられます。 

■ひなたまちづくり応援シートを印刷したもの 

■模造紙 

■付箋紙 

■マジック 

■地図（ハザードマップや要支援者のマップを作成している場合は、それも用意しましょう） 

■（できれば）応援シートが保存されたパソコン、プロジェクター、スクリーン 

 

話し合いで出された意見やアイディアを書いていきます 
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３．ステップ２－話し合い編－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント１ どのような意見も大事にしましょう！ 

 それぞれ皆、立場や環境が違えば出てくる意見も様々です。出さ

れた意見は否定せず、それぞれの意見やアイディアを尊重するよう

にしましょう。（話し合いの最初に「話し合いのルール」として、

進行役が参加者に周知しましょう） 

 

地域の課題を具体的に書き出してみましょう！ ポイント２ 

 地域の現状や課題を認識し、そこから見えてくる「将来の姿」を自

身の問題と捉えなければ実りある話し合いにはなりません。 

 日頃漠然と感じていることを、この応援シートで具体化しましょう。 

自分たちでできることを探しましょう！ ポイント３ 

 将来に備えて、今からやっておいた方がよいこと、自分たちでで

きること、誰かの助けを借りる必要があることを整理しましょう。 

 その際、「ないものねだり」ではなく「あるもの探し」をする姿

勢が大切です。 

何度も話し合いをしましょう！ ポイント４ 

 一度の話し合いで結論がでるようなことではありません。何度も

話し合いを継続し、具体的なものへと皆で作り上げていくことが大

切です。 
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【話し合いのすすめ方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

①「現況シート」で地域の現状を可視化 

＜ねらい＞ 

 漫然と感じている「私の地域は今どうなっているの？」を知るために、まず

は、地域の「今」を数字で確認しましょう！ 
 

●「現況シート」を使って、日頃、漠然と感じている少子高齢化の影響を地区・ 

集落単位で具体的に感じ取ってください。 
 

●「総人口の推移」「子どもの数の推移」「高齢者の割合の推移」を見ながら、 

地域が抱えている課題を話し合ってみましょう。 

この地域の人口が減少しているのはどの世代だろう？ 

2005 年

年 

2015 年

年 

2005 年に
10代だった
人たちが10
年後に 20
代になると、
その人数が
半減してい
る！何が原
因だろう？ 

あなたの身の回りに一人暮らしの高齢者はどれくらいいるだろう？ 

その方々は何に困
っていますか？ 

どういう支援を必要
としていますか？ 

地域の人口規模が大きい場合は、今は困っていなくても今後も同じとは限

らないことを意識しましょう！ 

視 点 
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【現況シートを活用した話し合いのすすめ方（進行役の台詞例）】 

●応援シートの説明 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●議論の投げかけ 

 

  

（総人口のグラフを見ながら） 

・それではまず、わが地域のこれまでの人口推移を確認してみま

しょう。 

・2015 年現在、[       ]人となっていますが、2005 年と比べ

ると[       ]人減少しています。 
 
（子どもの数のグラフを見ながら） 

・小学生、中学生は、2015 年現在、それぞれ[       ]人、[       ]

人です。2005 年と比べるとそれぞれ[       ]人、[       ]

人減少しています。 
 
（高齢者の割合のグラフを見ながら） 

・65 歳以上の方の割合は、[       ]％となっており、2005 年

に比べると[       ]ポイント上昇しています。 
 
（人口ピラミッドを見ながら） 

・2005 年に比べると、2015 年は人数が多い層が[       ]歳代

に移ってきています。 

・また、2005 年に 10 代だった人たちは 2015 年には 20 代に

なりますが、その人数は[       ]割も減っています。 

 

・高齢者の方が非常に増えましたが、みなさんの周りで高齢の方

が困っていることとして、何か聞いたことはありませんか？ 

・子どもが減ってきましたが、子ども会の活動で何か問題は生じ

てきていませんか？ 

・人口が減少してきたことで、消防団や婦人会の活動で何か問題

は生じていませんか？ 

・10 代から 20 代になる過程で人口が減少していますが、その理

由としては何があるでしょうか？ 

 

 

 

出た意見を付箋に書き取り、それを模造紙（みんなが見えるところに貼って

おく）に貼っていきましょう。（書き取る役割の人を決めておくか、もしく

は各自意見を付箋に書いてもらいましょう） 
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②「将来予測シート①」で地域の未来を可視化 

＜ねらい＞ 

 このままの状況が続くと地域の人口はどうなっていくのかなどを数字やグ

ラフで確認しましょう！ 
 

●「将来予測シート①」を使って、10 年後、20 年後の地域の姿を確認しま 

しょう。 
 

●「総人口の推移」「子どもの数の推移」「高齢者の割合の推移」を見ながら、 

地域にこれから起こりうる課題を話し合ってみましょう。 

2015 年

年 

役員を担う年
齢層の人数が
非常に少なく
なる。１人の負
担が大きくな
るのではない
か？ 

草刈りやイベント（お祭り、敬老会など）を担う年齢層は何人になるだろう？ 

地域の人だけでやっ
ていけるだろうか？ 

隣の地区と合同で行う
などの対応も必要？ 

「これまで」と「これから」は違うことを意識しながら話し合いましょう！ 

視 点 

地域の役員を担う年齢層は、2035 年は何人になるだろう？ 

役員を担
う年齢層 

2035 年

年 
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【将来予測シート①を活用した話し合いのすすめ方（進行役の台詞例）】 

●応援シートの説明 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●議論の投げかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（総人口のグラフを見ながら） 

・次に、これまでの人口推移の傾向が今後も続いた場合、10 年後、

20 年後の地域はどのようになるかを見てみましょう。 

・20３5 年には総人口は[      ]人になる見込みです。2015 年

と比べると[      ]人減少します。 
 
（子どもの数のグラフを見ながら） 

・小学生、中学生は、それぞれ[      ]人、[      ]人になる見込

みです。2015 年と比べるとそれぞれ[      ]人、[      ]人

減少します。学校の存続が問題になる可能性が高いです。 
 
（高齢者の割合のグラフを見ながら） 

・65 歳以上の方の割合は、[      ]％になります。 
 
（人口ピラミッドを見ながら） 

・2035 年は、2015 年に比べ高齢層が多く、若い世代が少ない

という傾向がより顕著になります。 

・自治会の役員を担う年齢層や、地域の活動を担う年齢層が、

2015 年に比べると大きく減少します。 

 

・このような人口構成（ピラミッド）になった場合、今と同じよ

うな地域の活動を行っていくことは可能でしょうか？１人あた

りの負担が大きくなりすぎませんか？ 

 

・もし小学校や中学校がなくなった場合、地域にどのような影響

がでてくるでしょうか？ 

 

・バスなどの公共交通は継続できるでしょうか？ 

 

・地域にあるお店やガソリンスタンドはやっていけるだろうか？ 
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③「将来予測シート②」で地域の人口維持の目安を知る 

＜ねらい＞ 

 「将来予測シート②」では、地域にどれくらいの人を呼び込めば人口減少の

速度がゆるまるのか、目標設定ができるようになっています。 

●地域で受入可能と思われる移住者数を話し合ってみましょう。 
 

●「将来予測シート①」の結果と比較しながら、移住者受入を進めることで、 

地域のどのような問題が改善できそうかを話し合ってみましょう。 

視 点 

現在の人口規模を維持するとした場合に、どの程度の移住者受入が必要かを

確認しましょう。 

ü 将来予測シート②では、2015 年の人口規模を今後も概ね維持し続けよ

うとした場合に、５年間でどの程度の移住者数を受入れないといけない

かを、あらかじめ計算し、【参考】として示しています。 

ü 非常に多くの移住者を受入れなければならない地区もあると思います

が、現状を保つとしたら、それぐらい外から人が入ってこないといけな

いという事実をまずは押さえてください。 

そもそも地域として、移住者の受入を積極的に進めたいのか、みんなの意見

を集約しましょう。 

移住者を積極的に受
け入れて行こう！ 

移住者の受け入れは
ちょっと心配。。。 

地域として移住者を積極的に受け入れようという意見にまとまった場合は、

現実的（外に出た地元出身者で戻ってきそうな人が何人程度いるか、移住者

が使える住宅がどの程度あるかなどを考えながら）な移住者数を話し合って

みましょう！ 
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【将来予測シート②を活用した話し合いのすすめ方（進行役の台詞例）】 

●応援シートの説明 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●議論の投げかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（移住者数の設定にある【参考】を見ながら） 

・2015 年における全体の人口規模および小中学生の数を、今後

も維持し続けようとした場合、わが地域は、５年間で[      ]

人を受け入れていかなければならないようです。 
 
（移住者数の設定になる入力表に【参考】にある移住者数を入力） 

（総人口のグラフを見ながら） 

・このように移住者数を入力してみると、2035 年も 2015 年と

概ね同規模の人口になることが分かります。 
 
（子どもの数のグラフを見ながら） 

・また、子どもの数もこのように維持できる結果になります。 
 
（高齢者の割合のグラフを見ながら） 

・65 歳以上の割合も[      ]％程度に抑えることができます。 

 

・さて、今見たように、[      ]人もの移住者を受け入れなけれ

ば、2015 年時点の人口規模を維持できないというのがわが地

域の実態です。そこでまず、本当にわが地域は移住者を積極的

に受け入れていくのか、皆さんの意見はどうでしょうか？ 
 
（受け入れていきたいという意見となった場合） 

・それでは、どのくらいの移住者数が現実的でしょうか？（出さ

れた数を入力表に入力し、推計結果を確認する） 

・移住者を受け入れる、空き家が地域内にありますか？ 

・移住者が地域に溶け込みやすくするためには世話役的な人が必

要ですが、誰がそのような役に適任でしょうか？ 
 
（受け入れていきたくないという意見となった場合） 

・わが地域は、どうやって地域の維持や活性化を行っていきまし

ょうか？ 

・観光で人を呼ぶとしたら何が必要でしょうか？ 

・隣の地域と今から連携・話し合っておくことはないですか？ 
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④「地域特徴シート」で地域の強み・弱みを知る 

＜ねらい＞ 

 自分たちの地域は、市町村内や県内の他地域と比べて、どのような特徴があ

るのかを確認し、地域にとっての「強み」「弱み」は何かを考えてみましょ

う。 
 

●「地域特徴シート」には、世帯構成、居住期間、転入者数、産業別就業者数

などのデータを市町村平均および県内平均と比較したグラフなどを掲載し

ています。それらをみながら、自分たちの地域は他と何が違うのかを確認し

ましょう。 
 

●また、地域の宝（資源）や大事にしたい景色がある場所を、地図に落としな

がら、それらを現在うまく活用できているかを話し合ってみましょう。 

 

視 点 

居住期間が長い人が多い地区なのか、それとも新しい人が多い地区なのか

を確認しましょう。 

男性の転入者が多いのか、女性の転入者が多いのかを確認しましょう。 

わが地区は、他の地域と比べると、昔から住んでいる人
の割合が高い地域なんだ。住民の連帯感が他の地域より
も強いということが“強み”にできるのでは？ 

転入者の女性の割合が低いなあ。なぜだろう。 

就業者の割合が高い産業は何かを確認しましょう。 

地域を代表する産業として、企業と地域が連携して若者を呼
び込むことはできないだろか？ 

地域の宝（資源）や大事にしたい景色など、応援シートだけでは網羅でき

ない地域の特徴（強み）を、地図を見ながら出し合ってみましょう。 
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【地域特徴シートを活用した話し合いのすすめ方（進行役の台詞例）】 

●応援シートの説明 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●議論の投げかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域特徴シートを見ながら） 

・それでは、わが地域と市町村内、県内他地域とを比較して、何

がわが地域の特徴かを考えてみたいと思います。 
 
・まず、世帯構成です。わが地域は、他地域に比べ 65 歳以上の

方がいる世帯割合が[     ]くなっています。また、65 歳以上

の一人暮らしの割合は、他地域に比べると[     ]くなっていま

す。 
 
・次に居住期間ですが、わが地域は居住期間が 10 年未満の人の

割合が[     ]い地域、すなわち新しい人が入って[    ]い地

域です。 
 
・転入者の男女割合は、女性の割合が[   ]い地域です。 
 
・産業別就業者の割合を見ると、[      ]に従業している人

が多い地域と言えます。 

 

・通勤先ですが、○％の人が市町村内になっています。 

（応援シートに関連した投げかけ） 

・今見たように、わが地域は、女性の転入者の割合が高く（低く）

なっていましたが、この理由として何が考えられますか？ 
 
・10 年未満の居住者割合が低い（高い）結果になっていました

が、新しい人が入ってきづらい（やすい）のでしょうか？ 
 
・[     ]に従事している人が多い地域ですが、若い人もこの仕事

に就いてますか？就いていない場合、何が原因でしょうか？ 
 
（地域の宝等に関連した投げかけ） 

・さて、応援シートは人口に関連した数字から地域の特徴を見ま

したが、地域にある資源もわが地域を特徴づけるものです。資

源として何があるか話し合い地図に落としてみましょう。 

・現在、これらの資源をうまく活用できているでしょうか？活用

できていない場合、何が問題でしょうか？ 
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⑤将来への備えをまとめてみましょう！ 

＜ねらい＞ 

 ここまでの議論をふりかえって、地域の維持・活性化に向けて、まず自分た

ちにできそうなこと（活動）は、何かを出し合い、それを行っていく上での

体制をどうするか、行政にサポートして欲しいことは何かを話し合いましょ

う。 
 

視 点 

自分たちでできることはなんだろうか？ 

はじめの一歩が将来の大きな一歩につながります。 

まず、「できること」から考えてみましょう。 

高齢者の増加はしばらく続きます。 

できるだけ長く活躍してもらうためには、どうしたらよいでしょうか？ 

若い世代の数は少なく埋没しがちです。 

世代間のバトンタッチをうまくつないでいくためには、場の設定を含め、

どのようなことが必要でしょうか？ 

まわりに連携・協働できる人や団体はありませんか？ 

そのような方々との協力関係を築いていくことも大切です。 
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【おわりにシートを活用した話し合いのすすめ方（進行役の台詞例）】 

●議論の投げかけ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（おわりにシートを見ながら） 

・それでは、ここまでの議論をふりかえって、 
 
・まず、地域の維持・活性化に向けて、まず自分たちでできそう

なこととして何があるでしょうか？ 

 ※模造紙に貼ってある意見を見ながら、進行役が「こういう意

見がありましたが、こういうことだったらできそうですか？」

と呼び水すると意見が出やすい。 
 
・そのような取組をするために、今の仕組みで変えておくこと、

新しく作っておくことがありますか？（例えば、若い人にも地

域の役員的な役割を担ってもらえるように、役割を細分化し、

１人あたりの仕事量を減らすなど） 
 
・取組を進めるために、どのような体制でやっていくのが良いで

しょうか？（例えば、現在の自治会組織をそのまま活動の組織

とする、自治会組織とは別の組織とするなど） 
 
・取組を進める上で、自分たちでは難しいこととしてどのような

ことがあるでしょうか？（出た意見については行政側でサポー

トができないかを検討してもらう） 

 

 

 
１回の話し合いでは、実行性のある取組（活動）を見出すまでには

至りません。何度も何度も話し合いを重ね、そして、「誰が」、「いつ」、

「何をやるか」まで取組の段階を決めていくことが重要です。 
 

今動きはじめることが、子どもたちや孫たちが地域に残ってくれ

る、戻ってきてくれる、新しい人が入ってきてくれるための大きな一

歩になります。 
 

ふるさとを残していく取組をみんなで考えませんか？ 



 

 

 

  



 

 

平成３０年度 広げよう！「宮崎ひなた生活圏」形成促進事業 

ひなたまちづくり応援シート 利用の手引き 

宮崎県 中山間・地域政策課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


